
児童発達支援　オレンジスクールピコ　支援プログラム

公表日

将来の「自立」を見据えた支援

2025年3月31日 オレンジスクールピコ　溝ノ口教室

法人（事業所）理念

支援方針

・就学に向けて机上活動に取り組み、平仮名や数字の基礎を身につける

・身辺の自立を図り、生活の中で自分の身の回りのことができるようになる

・他者と関わって過ごすことで相互的なコミュニケーション能力を培う

事業所で実施している支援例

本
人
支
援

健康・生活

・予定表を作成し、事前の声掛けを行なうことで見通しを持って過ごせるようにする

・衣服の着脱や手洗いうがい、排泄など身辺自立を促す

・名札を使用して自身のお道具箱を準備することで自分の道具の管理ができるようにする

・視覚的な刺激を制限し、活動に取り組みやすい環境を整える

運動・感覚

・指先トレーニングを行ない、力の加減やコントロールを身に着け書字に繋げていく

・座席や机の高さを調整し、姿勢を保てるようにする

・気持ちや行動が落ち着かない時にはクッションや粘土などの感覚刺激になる物を提供する

・他者との適切な距離感、声の大きさやプライベートゾーンの理解を促す

認知・行動

・色、形、分類分け、大小など生活に必要な知恵学習を行なう事で基礎概念知識を培う

・数にまつわる数唱、数量、数字、数詞などの学習を通して数の概念理解を図る

・時計や曜日、カレンダーの学習を行ない、時制感覚を養う

・場面に応じた気持ちの切替練習を行なう

・自ら見直しができるよう促し、自分で気付けるよう習慣づけていく

言語
コミュニケーション

・語彙を増やす学習を行ない、会話を繋げる力を養う

・質問に対する意図の理解とそれに対する適切な受け答えができるよう促す

・相互的なコミュニケーションをとるための聞く力、話す力を培う

・5W1Hを意識した会話ができるようやり取りの練習を行なう

人間関係・社会性

・集団活動への参加をすることで、他者との適切な距離感覚を養う

・挨拶や社会でのルールなど、基本的なやりとりができるよう練習する

・職員とのコミュニケーションを通して、感情を共有して信頼関係を築く

・SSTや集団遊びを通して、受容し難い事態への対応方法や気持ちの切替練習を行なう

家族支援 ・サービス提供記録を毎回閲覧していただくことで、支援内容の情報共有をする

移行支援 ・必要に応じて本人の日常の様子や発達の段階について確認し、支援の方向性の確認を図る

地域支援・地域連携 ・必要に応じて地域の保育園や幼稚園にパンフレットや資料を送付し、情報を提供する

職員の質の向上 ・社外、社内研修に参加し、職員の資質向上に努めている

主な行事等 ・決まった行事は無いが、SSTや集団遊びの時間を利用して夏祭りやお買い物ごっこを実施

営業時間 平日 12時10分～18時10分 土曜日 10時00分～16時00分

送迎 なし

☆上記内容以外にも、お子さまの状況に合わせた支援プログラムを随時検討・実施しております


